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ケニア放送公社近代化事業 タナ川デルタ灌漑事業（Ⅰ）

■借款概要

■事業概要

中波ラジオ放送網を拡充することにより、ラジオ放

送を国民各層に広範囲に提供し、国家社会基盤の向上

に寄与せんとするもの。

■評価結果

本事業により、放送受信可能エリアについては、人

口比で計画値90%に対し95%、国土面積比では計画値

75%に対し90%となっており、当初目的を十分に達成

している。また、本事業実施前は中波ラジオ送信局は

バックアップを持っていなかったため故障等の際には

放送サービスを停止せざるを得なかったが、本事業に

より安定的な放送サービスが可能となった。これによ

り、ラジオを媒介とする保健衛生や社会情報、新しい

農業技術などの情報への国民のアクセスが向上した。

維持管理担当機関（ケニア放送公社：KBC）の体

制及び技術レベルには特段の問題はない。しかし、同

国経済の停滞による事業収入の低下等により、KBCは

近年財務状況が悪化しており、維持管理費を十分に確

保できていない。かかる問題に対する当面の措置とし

て、より一層広告料およびライセンス料増収の努力を

今後も続けて行くこと、また、中長期的には、KBC民

営化の可能性も含め、構造的な改革が必要と思われる。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

16,198百万円/15,442百万円

1989年6月

金利2.5%、返済30年（据置10年）

1994年8月

KBCンゴング送信所（ナイロビ郊外）

ケニア

ケニア放送公社近代化事業

■借款概要

■事業概要

タナ川下流域デルタ地帯の稲作に適した肥沃な土

地、水資源を有効活用して灌漑圃場を開発することに

より近年都市部を中心に消費量が増加している米の増

産を図り、もって輸入代替、食糧自給の確立に寄与せ

んとするもの。

■評価結果

本事業は、完成時点においてほぼ計画どおりの灌漑

面積が達成されたものの、その直後にエルニーニョ現

象に伴う洪水により、本事業の施設の損壊を含め甚大

な被害を被ったため、現在、灌漑面積、米収穫高等は

計画値レベルに達していない状況にある。

実施機関であるタナ・アティ川開発公社は、本事業

実施のため、タナ・デルタ灌漑事業事務所に本事業の

管理・運営を当たらせている。当事務所は、自助努力

により、破壊された用水路や堤防等の主要構造物の応

急措置的な復旧工事を行い、また、被害を受けた建設

機材、農耕機材、精米施設等の修復にも努めているが、

事業効果の持続発展には、本格的な復旧工事の進捗が

必要である。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

6,031百万円/6,025百万円

1990年3月

金利2.5%、返済30年（据置10年）

1997年12月

タナ・デルタ灌漑サイロニ頭首工

ケニア

タナ川デルタ灌漑事業（Ⅰ）


